
社会的つながりを考慮した投票区割りの評価 
 
1 はじめに 

研究の背景と目的 
 

2 各自治体における投票区割り策定と投票所設置の実態 
2.1 各自治体における投票区割り策定の実態 

各自治体の投票区割り策定時に配慮した点についてのまとめ 
2.2 社会的つながりと投票参加 

社会的つながりである学区採用のメリット（仮説） 
 
3 Y 市における投票区割り策定と投票所設置の実態とその評価 

3.1 p-median モデルによる投票区割りの評価 
現状の四日市市の投票区割りの評価 

3.2 小学校区を考慮した投票区割りの策定と評価 
現状の小学校区を採用した投票区割りの策定と p-median モデルによ

る投票区割りとの比較評価（検証）＋最悪な配置（ランダム配置）と

の比較評価＋学区採用が悪影響の場合の改善策 
 

 
4 今後の展開と考察 

 
5 終わりに 


